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「情報開示の公平性を意識した体制を強化」 

ＩＲデイなど事業説明会の開催が増加、統合報告書にも注力 

― ＩＲ優良企業賞 2019 応募企業の調査結果より ― 

 一般社団法人 日本ＩＲ協議会（会長：泉谷 直木 アサヒグループホールディングス株式会社 代表取締

役会長）は現在、ＩＲ優良企業賞 2019の審査を進めています。今年は、日本ＩＲ協議会の会員企業のうち

315社がＩＲ優良企業賞 2019に応募しました。 

 本リリースは、応募企業 315社のアンケート調査の集計結果を参考までにご報告するものです。ＩＲ優

良企業賞は、ＩＲの趣旨を深く理解し、積極的に取り組んでいる企業を表彰するもので、３段階の審査を

経て決定します。最終審査の結果は、11月中旬に発表する予定です。 

 

【調査結果の概要】 

（１）ＩＲの目標は「株主・投資家との信頼関係の構築」、「資金調達コストの低減」も増加 

「ＩＲの目標を設定し、明文化している」と回答した企業 302社（95.9％）のうち、その具体的な目標

として最も回答が多かったのは「株主・投資家との信頼関係の構築」（285社、94.4％）、次いで「企業・事

業内容の理解促進」（281社、93.0％）だった。また、「個人株主数の増加」と「資金調達コストの低減」の

割合が前年から増加した。 

（２） 経営トップによる社内フィードバックが年々増加、対話姿勢も継続 

ＩＲ活動で得られた投資家の意見などを経営トップが社内全体に伝える仕組みを設けている企業は 270

社（85.7％）に上った。また、経営トップが投資家との対話をＩＲや経営の改善に活用している割合も

287社、（91.1％）に達し、年々増加している。「株主・投資家との面談機会の確保」にも注力している。 

（３）コーポレートガバナンスの体制構築に工夫も 

 コーポレートガバナンス・コードの導入や会社法の改正に伴い、「体制整備や開示手法の工夫などに取り

組んでいる」と回答した割合は 97.1％だった。具体的な取り組みでは、「ＣＥＯやＣＦＯがＣＧコードを

踏まえた体制整備や資本政策の考え方、内部統制の取り組みを説明している」の実施率が上昇した（58.1％

→69.3％）。 

（４）フェア・ディスクロージャー・ルールに即した情報開示が定着 

 ＦＤルールの意義を踏まえて、情報開示の「公平性」、「一貫性」を意識した取り組みが進んでいる。「法

定開示・適時開示・任意開示に一貫性をもたせ、財務諸表の比較可能性を保った開示」を行っている企業

は応募企業の 96.2％（303社）に達している。 

（５）ＩＲデイなど事業説明会の開催に注力、ウェブサイトへのＱ＆Ａ掲載も増加 

「ＩＲデイなど事業説明会の開催」は増加傾向にある。また、グループ経営のありように注目の集まる

なか、「事業部門の競争力、事業ポートフォリオの強みを表す工夫をしている」企業も増加。またＦＤル

ールを念頭に、投資家からの要望の多い「Ｑ＆Ａ」を日英ともにＩＲサイトで確認できるような取り組みも進

んでいる。統合報告書の作成にも力を入れている。 
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